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膚

よ

り
-(
0
.流
入
、
：：
_

譲

を

あ

：お

せ

：
る

1
両

讓

と

も

：に
：
4「

拽
と
笠
％
あ

り$
 

“
J ;

れ
疫
よ
^
ズ

藍

営

馨

&

増
加
ボ̂
た
ら
さ
れ
て“
'る
。
：

)

無

勸

カ

^

®;;
-::

ソ 

ン
の
分
解,
；
漁
業
加
ら
の
馨
傾
向
ど
^'
部
経
営
体
の
卷€>
:
:
,へ0:
上
_
^
作 

ぅ

形

態

冷
..
^本

©!
ぬ
対
し
>
';
£
め
膚
の
_

1

^

間̂
に
：お£
谷

異

敷
_
ー；::
:
: 

み
务
:^
:
:無
勢

船

膚

に.

る
妃
0
:
.
义

、
へ

三

诋

以

上

膚

ぽ

，上

得

す

.る
％
0
;:.
ー 

へ
の
：
と
ほ
ー
ぼ
：均

衡

1
^;
杈

ち

：
ー
擊
と
迅
畀
の
両
傾
向
女
均
等

£
遠

1;
-
て
い
る)

ヒ

が
、
総

-1
:
て
、
異
動
が
少
な
い
こ
と
は
先
に
の
ベ
た
と
お
り
で
あ
る
。

;
: ;
ヨ〜

:2
1
:屯

醫

0
;ー¥

体
総
故
の
変
低
か
ら
み
れ̂

こ

：の
層
卿
、
刍

也

未
.:
-, 

と

豐

く

へ

增

加

傾

向.に
あ

る

；と

は

い

え

、
：と
：

.の
層
は
、
.
2 

餍
よ
り
他
^

^
か
ら
の
流
入
、
そ^.
;
へ
の
流
出
と
い
ぅ
異
動
が
激
し
く
、
：
1

:

>

%
れ
岭
え
•'
•
同
：

一
•醫

に

存

続

する
®

！

2
体

の

率

は
.'
:

,- •

〇

％

ほ

^

ひ

く
.<

な

っ(

て
、
士|
ー.年

：に
へ
は
七
八
％

、

.
-
.三

：年

に.は
+:
六

％

と
:-- 

:

な
つ

て
：い

る9
と
の
鳳
は
、'-
^

^
間
異
動
を
み
を
と
上§

向
よ
り
，
下
向
傾
；
: '
: 

向

が

強

巧
:'
'
'五
11
1
;以

_1
-

^

層̂
に
上
昇
1>
免

.%
の
：が
--
:
ー；-~
-
年
>
三
-1
年
で
七
.
■

:

一
 

九 
一"

I

響

体

、
1

«

T
 一
 

0

4
層̂
、
へ
無
動
カ
船
層
に
落
ち
た
も
の-.
四
一
§

:

■■
'.
 

:

響

体

で
^
み

琢

し

か

し

ぞ

；
の

$
ち

：、
一
〇

1

九
が
：動
力
船111

屯

廳

層

へ

.
の. 

異
動
で
あ
り
'\
こ

：の

層

が

：前

逑

の

如

く

安

定

的

で

あ

る

.な
ら
ば
没
落
と
は
い
扒；
. 

I

v>
,に
せ
よ
、
こ
.の
層S

、

三
.屯
審
層
よ
々
不
安
定
傾
向
を
衆
し
て
い
冬。

..

五
拖
以
上
層
の
動
向
を
み
る
と
、

五

也

か

ら1〇
0
屯
層
.の
経
営
体
数
は
、
：：

で 

ニ
八
年
よ
り
三
三
年
の
五
年
間
に
減
少
し
て
ぎ
て
い
：る
：が
、
そ
の
滅
少
财
年
に 

よ
り
大
き
く
異
な
り
、
へ
特
に
、.三
一
一
年
i
l
ms.
の

一

年

間

吖

：減

少

が

著

.し

>. 

い
。

五〜
一

〇
屯
醫
は
五
年
間
に
約
一
ー
〇
％

減

少-̂
て
ぉ
り
>
'特
に
ー
1ー.三

年

,

:
_壬
_

に
比
し
：：.—
-寒
^

ー
そ
め
敦
を
減
じ
て
“

〇
屯
か
ら
三
〇
也
層 

へ.
4:—
.
:八^

^

—
:
0
0

と
す
れ
ば
：
1
_ー1
3
^

”：̂
,
:
1
1
5 '
笫
に 

_が
：え
つ̂:
^

''
の
.戯

動

菸

ぞ

て

：̂
る
ザ
総
数
办
^
で
©
玫
屯
^

;

00 ,
屯
層
の
変
化
は
減
少 

:既
向
に
あ
.る
^
|
_い
^:
>
赢

^

1
内
部
の
襄
動
状
況
か
ら
み
る
と
三
〇
屯
階 

» :
を
中
5

£
と

：
の

鲁

は

苈

规

齡

向

釔

示

し

て

1:
'
る

。
.，す

な

わ

ち

五

屯

か

.ち

三 

:: 〇

屯
層
で
は
'
.下
向
異
動
傾
向
、.
.ーー：|
0屯
以
上
釅
で
は
上
向
異
動
傾
向
に
あ 

へ
る
> 
そ
し
て
、

「

三
0
啦
層
は
、
.-
三

—*
年一.11

1

5
の

一

一

年

間

で

は

、
、
同

--
*
醫

存
 

へ
綺
率
が
各
漁
鶴
層
に'ぐ

ら

べ

で

最

低

：で

^
是
の
率
が
、
上 

に
吹
◊
.に
し

，卜

」

が

つ

て

高<
な
，る
こ
と
か
ら
み
る
と
、..
:
.最
も
、

こ
の
層
が
不
安 

，
定

な

、
、
経

過

的

性

，格

に

あ

る

と

.と
が
し
b -
れ
る
。
ま

た

こ

の

層

で

靈

に

譲
 

'す
る

鲁

体

む

比

率

ぼ

、:
ー
0
屯
？
ニ
〇
喵
層
、
あ
るい
は
五

〇

屯

か

ら

：
ー
：：
〇 

〇
屯
層
に
比
較
じ
て
低
率
で
あ
り
、
資
本
は
む
し
ろ
、
.'.よ
り
下
層
か
土
層
へ
投 

:
;下

ざ

：れ

て

い

る
0

:'
:

:
''
.
'
.
ニ
.ト
":

ノ
.

.
l
o
o
g

以
上
画
に
な
る
と
、

J
L
l

階
層
存
続
率
も
高
ま
り
、
醫

異

動

も
 

上
向
阶
異
動
傾
向
が
下
向
的
興
動
傾
向
を
凌
駕
す
る
。

.
ま
だ
、
他
i

か
ら
の 

.

(

流
入
ば
他
階
層
へ
の
流
出
を
は
岁
か
に
上
廻
り
>
ま

た

、

新

規

^

^

は

転

廃

業 

V経

^
!
よ

り

务

く

 

>:c
l
の

亂

果

馨

霞

数

は

増

加

す

る

"

こ
の
傾
向
は

 
一
一0

0 

屯
以
：上
層
に
著
し
い'0
:

^
に

着

業

す

る

も

の

は

、
'
一
一

 
〇
〇
屯
以
上
層
で
は
会 

社
経
営
に
.よ

る

.%
'
.の
が
半
数
以
上
を
占
め
、
；
個
人
経
営
特
に
漁
業
賃
労
働
者
に 

よ
る
新
規
着
業
は
三
ニ
年
に
は
全
く
な
い。

■

.

-■
■:■

.
以
上
の
如
く
、
.：
各
漁§

層
の
五
年
間
の
動
向
は
ー
〇

0

喵
以
上
層
及
び
五

表 3 2 8 年 よ り 3 2年までの経倚体数増減状況(幻

: 山階/ ^  ;

継体

線 .:. 
経 

営数

階よ 
層る 夢.。 
動減 
に少

耘に
よ

廃る
減

業少

階に

層ま

異増 
動加

新 ’
規

着

業

三経：

—-' i?i
年体 
の数

m  数 68.4 31.6 25.9 94.3

: 動 力 45.0 14.2 40.8 28.1 23.9 71.9

3 屯未満 ' 65.1 12.0 22.9 23.0 26.3 114.4
3 〜 5 屯 41.4 27-9 30.7 47,4 28.2 117,0

.動, 5へ 10屯 39.9 25.4 34.7 28.6 24.2 92.7
10、 20 屯 40.9 24.4 34.7 28.6 35.6 105.1
2Q〜30屯 30,1、 35.2 34.7 40.7 26.6 97.4
30〜50屯 85.9 30.0 34,1 32.3 24,2 92.4
50へ100也 32.1 28.2 39.7 30.8 39.1 102.0

力. 100〜200屯 37.4 29.8 32.8 48.3 38.9 124.6
200へ500屯 44,2 22.5 33.3 86.8 73.2 204.2
500屯以上 64.5 8.0 27.5 50,5 47.1 162.1

大 型 定 | ン 37.1 20.3 42,6 7.6 25.8 70.5
小 型 定 置 43.9 19.9 36.2 27.2 31.0 102.1

地 び ぎ 網 41.2 12.0 46,8 16,9 8.3 66.4
m 海 赛 雄 84,9 4.2 10.9 14.6 31.2 130.7

屯
1

:^
.へ
.の

華

化

、
中
规
的
な>
1ー
〇
屯
漁
^

*
の
減
少
傾
向
で
あ
る
？ 

y

の
：動
向
は
、
.レ
か
し
な
が
ら
、
各
海
区
に
ょ
つ
て
一
様
で
は
な
い

-
次
に
.海 

.区
ご
と
に
.

の
：
変

動

^

^

を

み

'よ
}

。
；
.
.
'
.
;
.
'
.
'

/

⑵

V

各

海
^
と

：
も1
、

ぞ

ろ

っ

：
て

词
.ニ
«
向

宝

栗

の

は

無

勢

船

層

_の

滅

少

岑

.
、'

ぐ

最

浞

に

お

け

る

漁

家

層

の

動

向.

.

.4
.7
'

ー
〇
〇
也
以
上
層
の.增
加
で
あ
る
:°
し

か

.
し

無

動

カ

船

層

は

す

べ 

6

13
--
'

て
の
海
区
に
わ
：た
：
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
と
'は
い
え
そ
め
傾
向
は 

8.
3

1.
2

:特
に
小
型
漁
船
の
動
力
化
が
淑
優
し
て
一
い
1̂
太
平
洋
中
区
、
醒
尸 

l

h

.
 

'
:'
0

区
で
は
強
く
、
，'昭
和
三
〇
年
か
ら
三'

】
一：年ま

：.

で
の
間
に
前
者 

16
,
914
.
6
:::
.'
.
r:
'
:で
^

:1

7?
*ー％
”
售

で

は

.

1:

一
：
九

％

そ

の

数

を

減

.じ

て

い

る

の

に

対 

1

:

.

'
し

、
：
採

介

採

藻

の

共

同

屬

業

権

漁

業

へ

'€
.
馨

度

の

高

い

北

海

道
 

46
,
10
-

J

で
ば
減
少
率
は
：
_

区
に
比
し
低
く
な
：っ
て
い
る。
；v 

^
:

.
|

:',

、

--
Ts
f

動
力
船
層
は
、
そ
れ
：が
増
刺
し
て

い

る

管

が

多

く

、

12
4
'-
:
|
.
:
'.
な
か
：ふ
ず
く
、
繼

道

の

各

海

区
の
増
加
は
著
し
い
が
麵
尸
篇 

■2
:
1及

«

'
■
区
、'.
太
平
！

区
、.：：日
產
西
区
は
停
滞
乃
至
減
少
し
て

'1
-
:る
0 

• 

4
.
. 

8 

>
.

S-
T

:

'
.
.

す
な
わ
.ち
'、
小
型
動
力
船
の
普
及
し
て
.い
る
海
区
で
は
、
す
で
'に
停 

網
雖
：年：
 
ー
ノ
滞
あ
る
い
は
霞
し
て
き
て
扭
り
、
.先
に
安
定
的
性
格
を
も
つ
と 

き

.養
：'
.'
3

.み

.え
た
こ
の»
.0
分
解
.が
.内
註
し
'て
.い
：る
と
い.
.え
る
で
あ
ろ.ぅ
。
：

び

海
：'
.#)
•

:

;: 

j

一一

〜

五
屯
層
は
、
北
海
道
、
太
平
洋
南
区
に
お
け
る
増
加
に
ょ 

地
.
.浅

0

 

,
ぅ
て
、
総
数
の
増
加
が
も
：た
ら
さ
れ
て
い
る
。
：五

〜

：1

0屯
層
匕 

m

l

!:'
:
:

,

.，な

ゐ

と

滅

少

及

至

停

滞

し

て

：
い

る

*
区

が
_

を
占
め
て
：く

る

が..
'

_

道
東
此
区
に
：.お
：け
る
増
加
が
減
少.を
補
っ
て
い
る
。

」
f

〇〜

ニ
〇
屯
層
も

一
ほ
ぽ
同」

，傾
询
に
あ
る
が
、-:
:
の
膚
で
は
、
北
海
道_

区(

--
-

0 

:

ハ
：■(

5

<
:̂〕

の

増

加

が

天

き

述

免

東

支

署f

1
.七
％
増
加
し
て
い
る
ヒ
と 

に
ょ
っ
て
、
総
体
と
し
て
は
六
％
增
し
て
い
，る
？
ニ
〇

〜

三
〇
屯
層
は
前i

',
;
.
Q
^
^
購
め
ら
：，̂
増
^

P

を
と
る
が
、
：
i
り
'^
け

塞

道

蒸

区

の

：増

:

〜

»

ハ

艰

康
A'
-席
^
,
〇
;0
忽

:^
す

加
:«
、
4
ー
ヒ
—-
年
に
ぼ
ニ
六
；セ
％

と
な
マ
て.

へ

:古
..五

.
b
t 七
：五
.

)

.
'



表 4 海 区 別 経 常 体 増 減 状 況 （昭 和 3 0 〜 3 2 年 ） ( X )
. . . .  - .. ■■..•い ； •…

く 、 階

層

総 数 無 動 力

. . V.. ' .

動 '  力

浅 海 養 殖

鄉
区 \

3屯朱満 3〜 5屯 5〜 10屯 10〜 20屯

m 数 • -  4.8 - 1 5 .9 3.4 3.1 一  2-9 6,2 8.9

北 東

北 区 — 0.1 — 13.0 29.5 8.0 .30.B 105,1 92.6

海 西 区 — 2.5 - 7,7 23.6 18,8 8.5 — 6 . 1 — 60,0
逍南 m . - 0 . 1 — 6. 1 15.3 3.6 — 6.6 26.0 .... —.

太 北 区 — 4.4 -14.2 13.7 - 1 8 .8 - 7 . 2 1/T 9.1

# 中
区

て' .1.9 — 22.4 '.r— 0.8 0.5 3.3 3-9 6ュ

南 区 - ：3.9 — 17.4 4.4 21.4 — 6.0 — 1.8 203.5

某 北
区 — 13.2 - 1 6 .9 14.0 — 2.4 — 15.0 - 1 3 .5 6.3

海 西 m . 一  7.8 — 11.6 — 4.7 - 5,5 - 1 3 .0 - - 9.6 5.0
東 支 那 海 区 —■ 3.2 -13.9 8.7: 3,9 1.9 17.0 18.3
輝 尸 内 海 区 — を 8 — 29.1 - 2 . 7 3.0 1.8 - 1 0 .9 14.6

I •   __ ン ; —  • ■ ■ ■ ■ ' ' _____ ■ :

'• (備考） 肋〜涊年度「漁業動態調査」
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六

六
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七
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ン

へ

'.
:
,
.
:
い
：ー
る：
。
> と
太
平
#
中

耳
.：南
区

の

減

少
S

O

I刖
後
}
が

頭

著

で

あ

る

。

一
一
一 

〇〜

1
〇
〇
屯
層
と
な
る
と
、
海
区
別
增
減
形
態
が
前

H

者
と
多
少
異
な
り
、 

i

道
の
ニ
区
は
依
然
と
し
て
増
加
す
る
が
、
.こ
れ
に
加
え
て
日̂

i

西
区
の 

..V.

增
加
、
：
東

支

遷

区
0
滅

少

が

：目

立

：
っ

て

く

る

。
，

ー
：

0
0'〜

|
ー0
〇
屯
階
層
で
'

.:
は

塞

区

ど

も

増

加

し

、
：
：ー0
©也
以

上

隱

忆

な

れ

ぱ

ハ

そ

：の
増
加
率
は：.

4 

V 

.

.',

.ゾ
:'
屋
尚
ま
つ
：て
き.て
■い
：る
。，
.

■

;•:

■
.'

'.(

：
 

•
 
‘

区
ご
>:
の

去

屯

？

ー
〇
0
屯
階
層
の
：変
化
智
み
れ
ば
、
塞

道

東

北

区、.
：'

:

西

区

の

動

力

船

の

増

加

傾

拘

が

強

：い

為

'に
、
：
他

の

海

区

の

m

傾
向
が
弱
め
ら 

れ
て
い
名
こ
と
が
し
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
：

.す
な

わ

ち

、

五

厂1

〇
〇
屯

醫

：

.

:
は
、
#P

道
の
両
区
を
除
げ
ば
：、
:総
じ
：て
、
減
少
し
て
き
て
い
た
の
で
：あ
る

0
.

' 

:そ
し
：て
.昭
和

三
-
年

か

ら

ニ
-1
年
に
ぃ
か
け
て
は
、
そ
れ
ま
で
増
加
し
て
い
た
北
，

;

海
道
の
東
北
区
.'
:西
区
の
五
：

〜
1 :.〇

〇

椹

ま

で

の

馨

体

が

需

大

幅

な

減

少 

■■
■，
■
'
転̂
じ
.、
そ
れ
ま
で
表
面
化
し
な
か
ァ
た
と
の
層
の
.減
少
傾
向
が
明
ら
か
に
な 

.

.

.

.
、
.
.
.
ぅ
.て
き
た
.の
で
あ
る
。
H
Z:
年
ょ
り
..三..三
年
の
ニ
.
'年
間
^:1

〇
〇
拖
未
満
各
階 

:

'.
層
の
動
向
は
三0

〜

三
ニ
：策
ま
で
と
：第
一
に
五
：

〜

：「

：〇

〇
11
1
§

の

各

醫

の

，
 

•
全

海

區

に

わ

た

：：
っ

.て
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
第
ー—に
総
数
で
三〜

五

屯

豐

撒
 

.少

し

て

い

る

こ

、
こ
。

v

第
一
一.
1に
，
こ'の
各
階
層」

の
.減
少
は
北
海
道
.の
.東
北
；
西
の
両 

•

::
|1
:
の
増
大
か
ら
滅
少
へ
；の
転
化
に
ょ
：っ
：て
総
数
に
お
い
て
'4
明
白
に
な
っ
て
き 

た
点
で
異
な
っ
て
い
る;0
三〜

五
：屯
層
の
総
数
と
し
て
の
減
少
需
の
中
に
あ 

.
:

.っ
て
、
，
瀬
戸
内
海
区
、
日
本
海
西
区
、
太
平
¥

區

•南
区
：は

増

大

し

て

お 

:

ヴ
、
三
@
盡

.の
動
カ
船
広
ょ
プ
て
藝
を
行
な
ぅ
小
生
産
请
も
増
加
し
て
い 

:

.
:
る
。
.か
つ
、
：そ
れ
は
も
つ.と
如
同
|
階
層
：に
：存
続
し
て
い
る
経
潜
体
の
率
が
、
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全
漁
^

^
に
お
い
て
高
く
、
安
定
的
性
格
を
示
し
て
い
る
。
し
か
t
、
同

.一
 

f

存

続

率

が

高

い

こ

と

は

、
，
一
面
で

.は
停
滞
し
、
上
昇
的
発
展

Q

河
能
性
が 

鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と
令
あ
ら
わ
す
も
の
に■ほ
か
な
ら
な
：い
。
全
漁
船1

の
励
. 

向
で
明
ら
か
.な
如
く
、
，.中
間
的
漁
#
漁
業
は
減
少
傾
向
に.あ
，つ
て
、
上
層
大
型 

漁
船
経
！̂

と
下
層
i

層
と
の
断
絶
が
深
ま
ろ
ぅ
と
し
てい
る
。
，
資
本
制
漁 

業
の
激
し
い
競
争
は
、
三
屯
§

漁
鶴
層
が
更
に
上
昇
発
展
す
る
展
望
を
奪 

つ
て
し

ま

7
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、一一一屯
^
!
漁
船
i

は
同
一
1

に
と
ど 

ま
る
限
り
、
安
定
的
で
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
次
に
、

こ
；の
層
を
中
心
に
小
生
ノ 

産
者
の
存
往
形
態
を
検
討.し
よ
う
。

小
型
漁
船
の
動
力
化
は
、
戦
後.

T

層
普
及
し
、
無
饊
カ
船
に
ょ
っ
て
、
浮
魚

を
対
象
と
す
る
漁
業
を
営
む
小
生
産
者
は
、
小
型
動
力
船
_

層
とM

競
合 

関
係
に
あ
っ
て
：:
'
操
#

t

域
の
広
さ
、
天
候
等
の
自
然
条
件
の
克
服
程
度
、
航
行 

速
力
、：

操
業
時
間
に
お
い
て
劣
弱
な
地
位.に
立
た
ざ
る
を
得
ず
、.
急
速
に
分
解 

が
進
行
し
て
き
た.の
で
あ
；る
。
あ
た
、
漁
船
を
励
力
化
し
た
層
も
、
激
し
い
競 

:
争
を
展
满
1>
.ぶ
い
る
。
：，
小
型
漁
船
の
動
力
化
が
最
も
進
ん
で
い
る
太
平
洋
中
区 

と
瀬
戸
§

区
の
一
漁
村
の
資
料
：に
ょ
っ
て
、
小
型
動
カ
趴
層
の
存
1

態
を 

み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
ず
、
.太
平
洋
中
区
：の
漁
村
、
レ

町

は

慈

に

面
 

し
、
漁
場
の
外
延
的
拡
大
の
可
能
性
を
も
っ
た
漁
村
で
あ
り
、
醒
尸
内
の

1£
町 

は
内
海
に
面
し
漁
場
の
外
延
的
拡
大
は
漁
業
権
及
び
県
の
境
界
に
ょ
っ
て
阻
止 

さ
れ
て
い
る
。
W
町
は
釣
延
繩
漁
業
を
主
と
し
た
释
営
組
織
を
と
っ
て
お
り
、 

H
町
で
は
小
型
機
船
底
曳
網
漁
業
と
小
型
定
墨
漁
業
の
一
一
種
類
の
漁
業
が
主

な
る

漁
植
で

あ
.る ..

諦
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翁 雜

'
^
0 

0 

to
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最
近
に
お
け
る
漁
家
層
.の
動
向
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-:
o
® 

_
:
め
漁
射
に
；取
い
て
共
に
無
動
ヵ
船
層
は
給

;#
所
得
'
‘：裏

業

:;
>
:1
パ 

業
^

^
等
に
そ
の
収
入
は
依
存
わ
、
.漁
$

業
形
態
を
と
る
漁
家
も
、
老
人
- 

.

.夫
婦
&
不
完
金
泄
乾
で&
出
し
次
い
る
家
族
：
M
ら
ぬ
：送
金
紅
受
けt
箏
炊
状
態
.

に
あ
っ
て
、
m
業
か
ら
p

^
し
つ
つ
あ
る
層
と
規
矩
し
ぅ
る。

•

_

■'
■'
:一
 

：1|
カ
船
三
屯
^

1

1

就̂
い
て
：は
、
：：评

町

で

は

三

づ

分

け

：：ら
れ
ハ
：
 

る
。
' 入
層
は
^

^

数

勢
.-
:
五
屯
以
上
：、::
:
1
6馬
ヵ
以 

を
備
え
た
^

^

層

、
一；
甘

層

、

-.
'

'
.一
.: 

0
也
、.
六
顧
ガ
以
上
の
漁i

所
有
層
、

へ
：： 

0
層
、
；デ
：ィI
ゼ
ル
霞
を
そ
だ
え
た
ー
：屯

盡

の_

及
び
、：:'
,
'
.
焼

玉
-'
.
;
電

気
 

i

:
の
：̂

^
を
そ
な
え
た
漁̂

^

層
。
：<
3層
.は
六
齋
営
体
中.一' 
を
除
い
：：て
周、
" 

業
を
行
な
い
、;
B
層
は
一
九
*

！体
中|
 

一一
t

響

体

、',
:
0層
で
は1

四
経
. 

営
体
中
六
®

^

が

晕

、
：操
業
して
か
る
。'

ま

た

、

1

層
は
平
均
三
人
の
家 

'
霉
働
力
に
ょ
っ
て
操
業
ざ
れ
て
お
り
、B磨
は
ニ
人
、
0
層

は
.

一 ,

人
乃
至
ニ
：
 

-A
と
.な
っ
て
い
る
ら
ま
た
夏
期
の
盛
漁
期
に
は
ニ

〜

三
人
の
1漏
労
働
カ
を
入 

れ
て
い
る
:0
漁
家
の
廉
計
を
变
え
る
主
幹
：

働
力
が
自
己
の
生
産
手
段
を
以 

て
、
：
家
族
労
勞
の
両
生
産
を
行
な
，
こ
と
が
出
来
ぅ
る
と
：こ
ろ
の
、
従
ッ

V
:、： 

自
家
漁
業
外
に
主#

^
働
カ
が
流
出
し
な
い
専̂
漁
家
.は
、
主
f

漏
力
が
逋 

常
の
家
1

成
を
と
石
時
に
は.#
帯
主
と
長
男
若
し
く
は
そ
れ
に_準
ず
る
者
の
.

ニ
人
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば,-
'

B
罾
ま
で
で
あ
る
と
い
'い
ぅ
る
の
で
'ぁ
り
、
' そ
. 

し
て
汩
層
で
漁
業
に
従_
す
る
家
族
労
働
カ
が1
1ー
人
ぁ
る
と
參
は
、
盛
漁
期
を
：
 

除
い
て
、
1
人

を

梟

漁

業

外

の

：：サ
ン
マ
漁
夫
と
し
て
排
出
す
る
の
钇
逋
例
的 

形
態
と
し
て
.い
る
。
か
か
る
形
態
を
と
る
兼
業
ば
：

「

家」

と
し
^

の
兼
業
：と
い 

う

他

格

を

も

：
つ

も

の

：で

は

な

.い
が
、
.し
か
じ
、
若
し
と
の1

力
が
な
い
な
ら

ば(

：：
盛

漁

期

に

ぼ

他

人

货

働

カ

を

1懸

し

な

げ

れ

ば

：な

ら

ず

、
ま

：た

、
こ

の

労

働 

力
は
家
計
を
共
に
す
る
点
に
お
い
て
、
漁
家
経
済
の
蓄
積
に
果
す
役
割
は
大
き 

い
0
:
_層
尬
:^
家
微
業
に
お
い
て
、
ー
|ー
ん
の
1

労
働
_
私
年
間
完
<

^

^

-
 

名
層
で
あ
る
。
^
層
は
冬
期
に
_
:人
を
％
^

業
外
ぬ
排
出
す
る
の
に
対
し
、

： 

:
<
!層
次
は
、''
'
:生
産
爭
段
の
：優

位

性

に«]
:
'っ
^

ぺ

裏

労

働

カ

を

排

出

す

る

よ

り
 

」

は

、>:
:
'自

家

漁

業

，
に

.従
廉
す
る
：こ
ど
を
有
利
と
し
：て
い
る
。
-
し
か
し
、
八
層、
：
B 

:肩
に
本
い
て
'%
、
：、
王

馨

爵

が

き

ん

ま

漁

に

流

出

す

る

例

が

み

ら

れ

る

。

- 

れ
は
ヘ
：
家

族

労

働

力

：の

iR

全

燃

蒙

®

!

^

賺

で

可

能

で

あ

り

な

が

ら

ゼ
 

家
計
主
体
の
撰
択0
上
.に
立
'マ
て
行
な
ぅ
I
s
.で
あ
り
、
A

s
一
 

漁
家
は
、 

主

幹

蕩

カ

の
H
人
が
.さ

ん

ま

船

の

磐

、
機
関
士
、
無
線
士
で
あ
る
と
と
.か 

ら
、
秋
よ
り
冬
に
か
け
て
、

(

自
家
漁
業
を
休
漁
し
て
、
さ
ん
ま
船
に
乗
り
組
ん 

で
い
.る
。

こ
め
よ
夕
に
特
殊
な
役
付
き
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
？
昭
和
三

一

一へ
 

年

、
3
三
年
と
さ
ん
ま
猶
の
賃
銀
が
高
か
：っ
た
為
に
、
さ
ん
ま
船
に
乗
り
組
む 

者

が

多

く

众

っ

：
て
：き

た

の

.で
知
る
。

汜
層
に
お
い
て
、

一
名
の
主
馨
働
力
し 

か
な
い
場
合
に
ぱ
、-
名
を
ー
靈
し
て
揮
年
操
業
を
行
な
ぅ
か
、

—
名
な
る
ゆ 

え
に
冬
期
は
休
漁
：し
て
さ
ん̂
漁
に
雇
わ
れ
る
も
の
と
が
あ
り
、
そ
；の
よ
ぅ
な 

行
動
を
と
ち
せ
る 

一

V

つ
の
条
件
^

主
霉

働

力

め
漁
業
技
術
で
あ
る
。
■
冬
期 

の
漁
業
は
雑
釣
で
あ
る
こ
と
か
：ら>
:技
術
的
に
左
右
せ
れ
、
技
術
の
劣
っ
た
者 

は
勞
观
力
を
®

^
し
て
賃
銀
を
支
払
っ
て
は
採
算
が
と
れ
な
い
こ
と
、
'
特
に
さ 

ん
ま
漁
に
労
働
力
が
吸
収
さ
れ
 
>
:
優
秀
な
労
働
力
重
漏
し
難
く
な
る
こ
と
か 

ら
、.：
冬
期
の
操
業
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

V 

0
層
は
年
間
を
逋
:1
:
て
自
家
漁
業
で
は
主#

^
カ

を

完

全

燃

烷

す

る

こ

.
と

周年べ 操 業  • 閑漁期 (レ2 * 3 月)休漁

年. '次、 、 ^経常体数 水揚金領 1 経営体当
(千H) り水揚杂領(千丨1丨） 経営体数 水揚金額

(千M)
1 経営当り 

(千闪）

昭和2 9 年 42 37,496 893 5 942 188

30 43 34,162 794 3 746 249

81 30 26,816 894 11 < 4,408 401

32 21 17,723 844 17 8,337 490

33 22 18,629 847 12 8,758 688

34 16 15,972 998 16 11,758 735

H 町 漁 業 種 類 別 経 常 体 数 Q 推 移 :

\ _ 祂 業 種  

年 次 \ \
小 型  
定 鼢

底びき網 C1丈）
刺 網 穴子# 雜 漁 : 合 : 託

iK ワラ

流 . 網

_ 和2 9 年 ' 34 47 9. 21 10 19 140 9

30 34 46 9 16 9 20 134 11

31 33 41 6 12 12 17 121 12

32 34 38 11 15 12 116 14

33 32 33 . 6 10 16 15 112 21

34 31 33 12 11 19 16 122 20

H 町操業形態別経常体数の変化..... ....... '

六

九(
一

一
七
九

)

が
出
来
ず
に
自
家
漁
業
外
に
流
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
層
で

.あ
：る
。

こ
の
層
は.、
. 

漁
船
が
小
で
あ
る
か
、
'デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
を
備
え
て
お
ら
ず
、
生
産
力
が
劣
り
、 

盛
f

の
み
操
業
し
で
他
の
期
間
は
、

サ
シ

"マ
漁
亿
雇
わ
れ
る
か
、
土
地
を
所
.. 

有
し
て
い
れ
ば
、
：
賺
的
農
業
で
あ
る
花
を
栽
培
レ
、

(

そ

れ

：
に

主

力

を

：そ
そ
い
へ 

で
家
計
を
維
持
す
石
。
；
こ
の
層
は
、

.：自
家
漁
業
か
，
労
働
カ
販
廣
が
の
撰
択
の 

余
地
の
な
い
小
生
産
若
で
あ
り
、
—1
家

：
一

幺

し

七

の

「

.菌

」

へ

襲

と

規

定

し.'

ケ
る
の
で
あ
る
。
'
'
. 

V

W
町
で
は〔

B
層
が
ぼ
ぼ
専
業
可
能
限
界
響
で
あ
る
の
に
对
し
、

.
Hnl
r
:で

. 

.
は
、
織

漁

業i

営
体
は
> 'I

啦
前
後
o'
動
力
漁
船
に
よ
マ
て
、
：
.刺
網
、
雑
釣
、

： 

籠

漁

業

を

営

む

層

とY

S
以
lh
四
-
来
満
型
漁
船
ね
よ
っ
て
底
曳
網
漁
て 

業
を
営
む
餍
と
に
分
け
ら
ル
、
漁I

摸

：
に

よ

：
り

、
：
営

む

撒

種

が

規

定

さ

汉

て

：
： 

お
り
，一

也
前
後
の
膚
は
、-若

开

の

例

を

隊

い

：
て

は

，

老

人

ロ

セ

各

家

義

助

一
 

的
操
業
の
域
を
脱
し
て
お
；令

、
；
こ
：の
漁
家
の
若
い
主

^

^
働
カ
ぱ
#
家
漁
業
. 

外
に
巯
出
し
て
い̂.
?
特
に
ご
.：の
町
は
、
.'
,
'
:
'
周
辺
労
働
市
場
が
；懲

、
労
働
カ
の;'
' 

，
吸
収
於
激
し
く
、

こ
の
膚
の
漁
業
と
し
て
'は
中
心
で
；あ
る
卿
網
漁
業
で
さ
え
、 

年

間

平

均

ニ

。

万
^
刖

後

の

麗

高

に

過

ぎ
^-
^

れ

よ

ヴ

経

敫

へ

網

及

び

珊
 

一
の
償
却i

 

.
1
_
茳
田
を
箸
引
け
ば
、
：そ
れ
の^'
で
は
漁
家
0
再
坐
産
が
不
可
'• 

能
で
あ
り
、

v

主
1

^

^
は
||
}
-
.
-
家
賺
外
に
流
出
せ
ざ
る
を
得
な
い。
';
-
.
.
:
;:
:
:

へ：

-
;
lTt
e
以
-

q

の
也
型
^

^
曳

網

漁

業

私

営

む

鲁

体

で

は

ジ

主

雾

働

カ

が

； 

裏

_
業
ル
.に
.流
出
1>
て
い
が
者
出
少
な<-
三

啦

谈
_£
:
'層
は
_
囊

働

カ

-1
名
バ 

.に
晃
に
一
名
1

1

^
操̂
業
さ
れ
名
。'1>
:
:か
し
、
：§

底
曳
網
漁
業
を
営
む
释：' 

数
.は
昭
和
ニ
九
年
よ
玄

H

四
年
ま
で
の
瞰
に
彳
卧
七
が£
:
1
« 

\
最
近
.に
.お
：け
る
漁
家
層
の
爾
向'

,:
:

'
;
'
:



て
い
る
。
そ
し
て
か
か
る
減
少
の
一
方
、
従
来
周
年
操
業
を
行
な
っ
て
い
た
経 

管

体

が

繁

し

、̂

^

^

る̂
経
営
体
が
増
加
し
ー
て
ぎ
て
_
る
:'
°
'
ぞ
し
て
、

.:

證

期

束

は

、_

&

漁̂

網

エ

場

ぬ

臨

時

：に

匬

お

れ

を

傾

尚

^
毋

窝

_: 

:家
漁

業

と

緣

ヵ1,
邠
の
歡
択
が
：执
な
わ
板
石
6

1
あ̂
.̂
わ
和
て
ぎ.た
.
9他

， 

方
，
盛•漁
期
に
.ほ
、
：：底
曳
網
漁
業
の
み
を
営
む
の
で
は
た

V
(

.十 

,'
.
'業
を
営
む
經
営
体
敦
说
増
加
し
：：

H

き
た
^
で
あ
る
。
即
ち
、
漁
船
屯
数
，
：雾.：
. 

が
制
限
さ
れ
：て
お
ヶ
、
.；海
¥

狹
隘
で
漁
業
権
に
わ
っ
て
分
_

れ
てi

る
瀬
：
. 

:1

户

篇

区

で

は

，

綱

馨

の

太

避

化
0,
展

望

は

央

わ

れ

て

お

り

、

.:
そ 

れ
に
±'
り
他
の
_
植
を
ど
0
入
れ
た
ヶ
、_
漁
撕
を
体
漁
す
る
経
営
体
が
增
加
：

'■
:
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ.て
き
た
も
の
と
い
え
る
で‘
ろ
y
。:'
:
小

生

産

者

間

の

競

一 

争
は
漸
^i

を
没
落
せ
し
め
つ.つ
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
：残̂
す
る
経
営
は
、
へ 

v

現
在
の
自
3

の
経
営
を
維
樣
す
夺
の
が
辛5;
じ
て
で
あ
る
と
一
い
ぅ#

®

に
ぁ 

•
る

。
；
.
康

操

業

を

行

な

基

営

体

の

議

金

齡

は

一

一

一

四J
度
平
均
で
約
：
 
一
0
0: 

万
円
で
.あ
う
、.：経
費
、

1
1
®

労
賃
？
償
却
費
約
九
〇
万
円
と
見
積
ら
れ
る
の
で 

あ
る
か
ら
蓄
積
の
余
地-は
な
い
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
の
漁
獲
.を
あ
げ
得
ぬ 

も
の
は
没
落
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

,労
働
市
場
の
ひ
ち
い：
«
 

町
で
は
、
.若

い

労

働

力

を

す

る
こ

と
ぶ
困
難
な
状
況
にあ
り

、..
'0
0
0 

カ
の
平
均
は
五
〇
才
を
超
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
雇
い
難
い
経
営
体
も
あ
り
、 

家
族
労
働
力
が
豊
富
な
経
営
体
で
も
、
そ
の
す
ド
て
が
自
家
漁
業
：に
従
事
す
る

' 

と
は
限
ら
ず
、.他
産
業
に
吸
収
さ
れ
る
者
も
あ
る
。
.阪
神
地
方
に
近V

、

地
一
兀
：

に
耐
火
煉
瓦
、
漁
網
エ
場
を
有
す
る
过
町
で
は
、
.漁
業
経
営
の
悪
化6
、
外
部 

条
件
と
し
て
の
労
働
市
場
の
発
達
に
よ
つ
て
、
：.下
向
分
解
の
形
態
を
明
白
に
露

七 

0 (

ニ
八 

0〕

.

.:.
呈
.す

る」

VL
'.
力
：し
' 

..
底
曳
網
漁
業
を
廃
業
し.た
経
営
称
に
お
->
>
て
、‘；
そ

，
の

労

働 

\

カ
が
巡
ず
%

:%
;

4
1
働̂
、
特
に
漁
業
外|
1
働̂
菩
と
办
芩
と
い
ぅ
の
で
は
な
：い
。 

;

^

c排
出
さ
れ
る
労
働
ガ
が
三
〇
才
以
上
の
：警

に

：ぼ
.、
赞
働
力
の
質
か
ら
、 

:
:
:
エ
場
労
働
者
に
転
ず
る
ご
と
が
謹
で
あ
り
、
激
業
賢
労
働
者
に
転
落
す
る
か
、 

，
零

細

漁

業

を

営

み

、

若

：い

^
働
力
は
工
場
に
吸
収
さ
れ
る
。
:,
.
.す
な
わ
ち
、
昭
和 

>:

ニ
九
年
か
ち
1
1
1
四
_
ま
ゼ
に
底
曳
網
漁
業
を
廃
業
し
土1
五

奮

体

中

、
漁
業 

外

賃

蕩

者

と

な
.ゥ
た
者
は
.ブ
名
、, :.

漁

業

纂

働

者

四

名

、

他

.の

よ

り

零

魏
 

'
業

に

転

じ

た

考

者

と

な

？
て
穴
る。
:'
'::'
'

^

'■
:

:

H
町
で

:̂

、
廃
業
が
た
だ
ち
に
霉
働
者
化
す
るこ
一
と
で
は
な
いこ
と

が

注 

目
さ
れ
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

_

阪
祌
地
方
に
近
い
と
どろ
か
ら
、
底
曳
網
漁
業 

:

が
ら
蓮
般
船
業
に
転
ず
る
者
が
多
く
、
議

経

営.の
：惡
化
は
よ
々
有
利
な
部
門
、 

し
か
も
小
資
本
で
、
彼;.

#

の
従
来
の
労
働
と
相
異
な
るこ
と

の
大
き
く
な
い
部 

.門
へ
の
転
業
を
促
し•た
の
：で
あ
る
。
特
に
、
昭
和
三
：
0:
年
以
來
吵
景
気
上
昇
は
、 

増
大
さ
せ
、
早
く
底
曳
網
漁
業
か
ら
転
業
し
た
者
は
、

一
〇
〇
屯
以 

上

の

機

歡

を

新

造

し

て.い
る
者
%
あ
り
、
：昭
和
ニ
九
年
以
来
六
奮
体
が
そ 

れ
に
転
じ
：て
お
り
、
他
に
小
型
定
置
網
漁
業
が
ら
の
転
i

、
或
い
は
小
型
定 

.置
と
の
兼
！̂

も
あ
る
0

- 

' 

.
へ

.、

以
上
の
如
く
、；

 

H

町
で
は
、
，漁
船
漁
業
を
営
む
専
業
漁
家
は
減
少
し
て
き
て 

.

い
る
。
1

^

0

區
：と
.し
て
み
た
時
に
は
、：
|

ー
ー
屯_

及
び
三〜

7 £

屯
層
が
や 

.

.や
増
加
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
増
加
の
様
相
も
決
し
て
急
激
で
は
な
い
の
み 

な
ら
ず
、
瀬̂

内
に
お
け
る
小
型
底
曳
網
漁
業
の
ー
中
心
地
で
あ
る
^
町
で 

.

は
、
瀬
戸
'
P

漁
業
の
専
P

漁
家
の
大
部
を
占
め
る
機
船
底
曳
網
漁
業
で
も
、
停

版
し
'

分
解
し
て
今
く
形
態
を
と
っ
て
い
る"
す
な
わ
ち
>
激
桊
そ
れ
自 

体
に
よ
る
蓄
積
が
漁
業
制
度
の
も
つ
矛/|
-
-に
よ
っ
て
制
止
さ
れ
る.ー
方
、
：
そ

の.
 

こ
と
が
労
働
市
場
の
ひ
ろ
さ
と
い
う
条
件
と
相
ま
っ
て
ぬ
_

#5
豸
ネ
足
と
い 

う
規
象
を
惹
起
さ
せ
、
底
曳
網
漁
業
は
機
帆
船
へ
転
業
す
る
か
他
植
漁
業
の
兼 

営
、
或
い
ば
、
：.閑
漁
期
の
休
漁
、
労
働
力
販
売
と
い
う
形
態
：を
と
っ
て
き
て
お 

り
、

一
屯
*
碗
^
！
は
、
老
人
の
家
計
補
助
的
半
プ
ロ
的
漁
業
と
し
て
残
存
し
. 

て
い
る
に
す
ぎ
な
い.0
• 

W
町
で
は
、
デ
ィ

ー

ゼ
ル
化
を
契

&

と
し
て
、
そ
れ
を
行
な
い
'え
た
層
と
行 

な
い
え
な
か
っ
た
層
に
三
屯i

動
力
漁
船
層
は
分
化
し
た
。
し
か
し
、

こ
の 

分
化
は
、
自
己
の
経
営
に
よ
る
蓄
積
を
通
じ
て
の
分
化
と
，

.は

い

い

え

，な

い
.0
何
 

故
な
ら
ば
第
ー
に
访
町
で
は
、
零
細
収
約
農
業
が
、
漁
業
の
後
立
て
と
.な
っ
て 

お
り
、
花
弁
栽
培
に
適
し
て
い
る
土
地
を
も
っ
て
い
る
か
否
か
が
漁
家
経
済
再

. 

生
産
を
規
定
す
る
一
条
件
と
な
：っ
て
い
る
。
«

一
に
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
が
進
行 

し
た
の
は
1

«
の
政
策
を
媒
介
と
す
る
組
合
金
融
に
よ
っ
.て
支
え
ら
れ
た
と
い 

う
*
情
の
ほ
か
に
、.さ
ん
ま
漁
業
へ
め
労
働
力
販
売
が
漁
船
更
新
、
デ
イ
ー
ゼ 

ル
化
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
デ
ィ
I
ゼ
ル
化
し
た
層
と
し
：
 

.え
な
か
っ
た

®-
と
の
分
化
の
み
で
は
な
く
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
し
た
層
の
間
で
、 

i 〜

三
'也
層
へ
の
大
型
化
、.馬
力
の
増
大
と
い
う
競
争
が
區
開
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
競
争
は
：一
つ.，に
.は
紙
合
余
Mr
.を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
組
合
金 

B
ベー

ス
に
乗
り
う
る
か
否
か̂

よ
っ
て
分
化
*.
'
分
解
：は
促
進
ざ
れ
る
が
、
し
：
 

か
し
、
か
か
石
競
争
は
そ-£
0
限
度
が
画
さ
れ
て
：い.る
。
太
平
洋
中
区
は
三

〜

四 

_屯
層
0.
若
干
の
增
大
が
み
ら
れ
る
海
区
で.あ
る
が
、
.五〜

•—
*
〇
屯
層
は
減
少
し
、

最
近
に
お
け
る
漁
家
層
の
動
向

'

て
1>
-
.る
。
す
な
わ

^

一一〜

三
屯
以
上
に
経
営
規
模
を
増
大
し
、
雇
傭
労
働
力 

を
増
し
て
、
資
本
制
漁
業
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
は
、
既
に
発
展
し
て
い
る
資
本 

制
漁
業
と
漁
場
的
に
も
、
漁
法
に
お■い
て
も
同
. 一
0 -
1

に
*

っ

て
競
合
す
る 

•-
こ
と
•に
ほ
か
な
ら
な
い
。

か
か
る
競
合
関
係
に
立
つ
な
ら
ば
、
五

〜

一
〇
屯
層 

に
上
昇
し
え
た
と
し
て
も
そ
の
漁
船
規
模
の
小
さ
さ
か
ら
、
三
〇
~

ー

 

〇
〇
屯 

圖
に
打
ち
破
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
の.で
あ
る
。
他
方
小
生
産
者
間c>
,競
争
は
、 

自
己
の
経
営
を
維
持
す
る
た
め
の
設
備
更
新
を
強
制
し
、

+
小
生
産
的
漁
業
も、
•
 

そ
れ
を
営
む
に
必
要
な
最
低
の
資
本
量
を
増
加
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、 

分

化
•
.分
解
は
激
し
さ
を
加
え
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
制
度
的
■

が
あ
る 

'
か
い
な
'か
は
、
分

化
.
分
解
の
速
度
を
規
制
す
る
に
せ
よ
、
小
生
産
者
は
、
高 

性
能
化
を
め
ぐ
っ
，
て
激
：し
い
競
争■を
展
開
し
て
い
る
。
総じ
て

、

動
力
船
三
屯 

i

層
ば
、
同
一
階
層
存
続
率
が
高
く
、
経
営
体
数
も
増
加
し
て
い
る
と
は
い 

え
、
小
型
漁
船
動
力
化
の.普
及
し
て
い
る
海
区
で.は

分

化

•
.
分

解

が

進

行

し

て 

お
り
、
瀬
戸
内
の3
町
で
は
、
さ
ら
に
加
え
て
、
労
働
市
場
の
办
ろ
さ
、
転
業 

办
可
能
性
に
よ
り
、.分
解
は
促
進
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。

一
方
、 

漁

黯

業

に

お

い

て
.は
1
1ー0
屯
層
を
中
心
に
没
落
と
上
昇
が
展
開
さ
れ
て
い
る 

現
在
、
漁
家
層
が
自
ら

o

蓄
積
に
よ
っ
て

.

漁
家
と
'い
ぅ
小
生
産
者
範
嘻
を
脱
し 

得
だ
と
し
て
も
、
.そ
の
ま
ま
上
昇
す
る
可
能
性
は
な
く
、
従
っ
て
漁
家
は
漁
家 

'
と
し
て
と
..ど
ま
ら
ざ
名
；を
得
な
い
；の
で
あ
る
。，
：す
な
わ
ち
漁
家
は
、
蓄
積
，
上
昇 

;
.の
»'
望
を
も
ち
得
ぬ
放
：に
漁
家.と
し
て
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、 

漁
象
と
し
て
ど
ど
束
る
為
に
は
、

：

現
在
、
動
力
化
す
る
こ
と
を
最
低
の
条
件
と 

.
し
て
い
る
。
し
が
1,
、
：
：そ

れ

は

举

な

る

動

カ

化

に

と

ど

■ま

る

こ4

は
な
く
、

,
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さ
.ら
&
卷

歷

が

要

求

さ

れ

て̂

^

:で
あ
务
：
顧
業
咚
お
呒
を
狀
生
産
者 

/'
-:
は
"
策
低
資
本
量̂

^
を
弹
ぃ
_

;て
:%
欠

、

地

域

盼

に

ば

、
へ
動
敗
化
の

*
 

;及
し
て
い
な
か
っ
.た
#

^
、
東
北
地
方
、
裏
日
本
で
は
動
力
化
が
進
行
し
て 

い
る
。
商
品
経
済
の
ょ
り
発
展
し
て
い
た
漁
業
先
進
地
帶
で
は
、
停
滞
或
い
は 

.
下

向

翁

が

進

行

し

、
；小

生

産

肅

饮

、
：
主
幹
免
働
カ
兼
槳
、
：苕
人
に
ょ
.る
操

ぐ

七
ニ.

V
C
U

八
5

.

.^
ネ
ぃ
ぅ
形
態
會
ど
ク
つ
つ
、
ー
層
と
し

^
は
薄
く
乾
マ
て
ぃ
く
が
、
.な
お
小
生
；
 

.産
形

態

に

：
お

い

て

1:

部
は
生
産
力
を
上
向
さ
せ
て
'い
る
と
：い
え.る
■で
あ
ろ
5
0 

'へ
；

〔

太
平
洋
中.区
评
财
及
ー
び
*

尸

内

海

珏

町

に

っ

，

.v>
て
.
.

ば
：：「

沿
岸
漁
業
櫞
造
に' 

.
:関
ず
る
：研
究1_(

沿
岸
漁
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構

造
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お
ょ
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策
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し
が
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0

$
 
.
と

.

は
単
に
柚
象
的
な
概
念
で
は
な
：い
。

そ
れ
.は
な
に
ょ
り
も
歴
史
，
 

的
で
あ
り
、
あ
石
時
に
は
貴
族
の
、
あ
る
時
に
比
ブ
‘
ダ
ジ
3,
ァ
；ジ
丨
の
、
ゝ
ま
た
 ヾ

あ

る

歐

に

ば

プ

ロ

；レ
ー
タ
リ

ァ

ー

卜

か

自

由

が

、
：
全

く

対

立

.1

.た
网
容
を
含
み
な' 

が

：ら

も

、
：

1
1
:
:
じ
名
の
卞
に
主
張
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
上
に
お
い

P
、

こ
の
思
想
、
 

を
華
や
か
に&

し
た
の 
'は
も
ち
ろ
ん
ブ
.ル

ジ
.
3

ア
ジ
ー
，で
あ
っ
で
、

)

#

ら

は
-,
•

 

商
品
生
産
£0
,進
展
と
と
も
に
、
封
建_
が
拘
束
に
対
し
て
自
由
な
合
理
的
秩
序.
 

を
要
求
し
、

V

国
家
権
力
の
専
横
に
対
抗
し
て
自_
王
義
の
伝
絲
を
確
立
し
た
。

:

.
学

，
：界

展

：
_

.

し
.か
し
な
が
ら
、
：
一
度
自
由.な
ブ
.ル
ジ
3
ア
的
秩
序
が
形
成
さ
れ
る
と
、
そ
れ 

に
内
在
す
る
矛
盾
は
美
七
い
理
想
に
反
し
'て
、
#
く
の
社
会
悪
を
生
じ
、
弱
肉 

強
食
の
面
を
露
呈1.
で
^;
ま
っ
た
'0
ヒ
ュ
ー
マ
.ユ
ズ
ム
は
ヒ
土
丨
マ
ニ
チ
ィ
を 

裏
切
.り
、
自
由
主
義
は
少
数
に
利
益
を
与
え
て
多
数
者
の
実
質
的
な
自
由
を
否 

定

す

石

結

果

蕾

：っ*

/;
0
従
：づ
.て
現
代
に
お
け
.る

自

由̂;
、

初

期

ブ

ル

ジ

ョ

ァ 

自

曲

生

義.に
お
け
か
ょ
^

^
政

治

的
v.
i

的
自
由
を
単
に
主
張
す
る
と
い
ぅ 

の
で
は
時
代
錯
誤
と
な
々
、

)

そ
こ
に
深
刻
な
反
省
が
：要
求
さ
れ
る。
0
0
0 

の
根
底
に
■あ
ヴ
た
合
理
至
義
、

」

個
人
主
義
、
.
自
我
の
確
立
な
ど
の
近 

:

は
、
：改
め
で
現
代
办
状
況
の
卞
に
攝
成
さ
<
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に 

:現
代
の
A
自

获

の

：あ
:̂
方
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
：
表
現
や
：活
動
の
自
由
を
確
立 

す
る
た
め
に
も
、

.創
造
的
能
力
を
発
揮
す
る
た
：め
に.も
、
プ
ロ
レ(

タ
リ
ア
ー
ト 

.の
生
活
を
向
上
ざ
せ
、

(

あ

る

：
い

は

！
^

的

に

階

級

対

立

を

な

く

し

て

し

ま

ぅ

ょ 

ぅ
な
こ
と
が
い
會
串
ふ
実
質
的
な
条
件
と
し
て
要
歆
さ
れ
る

…
…

：
.

.

..
>
-

」

の
辺
.ま
で
が
>1
-
:こ
ろ
ば
、.琪

代

の
^
1
1
1
^
>

と
い
ぅ
課
題
に
：つ
い
て
の
い 

わ
ば
常
識
で
あ
る
：。

し
か
し
な
が
ら
、
学
問
は
単
な
る
常
識
の
体
系
化
.で
は
な 

)

い
f
学
問
は
新
し
い
事
実
に
球
処
し
て
、
'
常
識
を
否
定
し
'
の
a
越
え
、
あ
る 

い
は
深
化
ず
る
も
の
で
：な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
.。
最
近
は
特
に
、
資
本
主
義
が
大 

:

き
く
変
貌
し
、
社
会
主
義'€
ま
だ
着
々
.と
そ
の
体
制
を
整
先
る
な
ゼ
、
現
実
が 

つ
：ぎ
つ
.ぎ
と
新
し
い
事
態
に
直
面
し
て
い
る
タ'自
然
科
学
の
著
し
い̂

l

rfs 

び

て

、

人

々

の

考

え

方

：は

刻

々

：
ー

に

変

化

レ

て

行

.-
<
:
。

わ

れ

わ

れ

は

新

し

い

時

代 

.の

.婆
求
を
知
り
，
：そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
ヒ
、
今

日

に

お

け

る

會

$

の
意

.味
？
そ
め
龙
却
養
の
条
件
を
、
霄
钇
対
寸
る
鋭
い
自
覚
か
ら
考
察
し
な
け

,.
.

.
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